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1 広島県中小企業団体中央会

　当商店街エリアは昔、広島城のお

堀の水を流すための川が流れていた

ことから「新川場」と呼ばれていまし

た。前身である新川場通り商店街振

興組合は昭和54年に設立され、「並

木通り」というのは通称でしたが、そ

のうちにこの呼び名が定着し、平成

４年には組合名も「並木通り商店街

振興組合」と変更しました。

　昭和62年に通りの電線地中化と

歩道幅を広げる道路整備が行われ、

このとき広島市の協力のもとでコン

セプトを「オシャレで空が見える商

店街」としました。「アーケードや電

線がなく、通りには青空が広がり、街

路樹が植えられた中に木陰のあるオ

シャレな商店街にしよう」というもの

です。とはいうものの私は当初、アー

ケードがないと雨が降ったときに濡

れて困るなぁと思ったものですが、

近年多くの商店街では古くなった

アーケードには多額の改修費用もか

かるため、撤去しようという動きも

あります。今風の新しい商店街は、店

先に植木やベンチを置いて、広場の

ような憩いの空間を作るのが主流と

なっています。そういった意味では

当時の並木通りのコンセプトは時代

の先を行くものだったと思います。

　並木通りも道路整備を終えて30

年が経ち、歩道のカラー舗装も痛み、

通りの主役である街路樹も古くなっ

た何本かは伐採したりと、再整備の

時期を迎えています。そこでこれを

機に、ただ新しくやり替えるだけで

なく、皆で並木通りのあり方を考え

直し、「並木通りブランド」を再構築

してみようということになり、昨年

度、商店街の若手が中心となって「並

木通り街づくり検討会議」を発足し

ました。

　検討会議では、「ブランド力の減

退」、「バランスの取れた人とクルマ

の共存」、「商店街メンバーの一体感

の欠如」などの課題を踏まえつつ、並

木通りのポテンシャルと周辺環境の

変化について分析しました。再整備

の具体案として、街路樹の植え替え

イメージや歩道を広くしてカフェス

ペースやイベントスペースとして活

並木通り商店街振興組合

商店街のブランド再構築と
エリアマネジメントによる
地域の活性化 理事長

下井 良昭 氏

「空が見える商店街」
並木通り商店街

再整備に向けての活動
～並木通りのブランド再構築～
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用するプランなどを考え、これらを

「並木通りブランドアッププロジェク

ト」として取りまとめ、広島市へも提

案を行い協力を求めました。また、こ

のプロジェクトでは、並木通り周辺地

域との相乗効果を意識しながら、地

元住民、行政、近隣商店街等との連携

による取り組みとして、並木通り近隣

との一体的なエリアマネジメントの

必要性について議論されました。

　今年度は「並木通りブランドアッ

ププロジェクト」の実現に向けて、ま

ずは、本通商店街や平和大通り、鯉城

通りや中央通りの幹線道路に囲まれ

たエリアに関するマネジメントを進

める予定です。並木通り商店街、うら

ぶくろ商店街、袋町公園、アリスガー

デンとの連携により、これらが位置

する広島都心のエリアにおける魅力

を再確認しながらビジョンを描き、

このビジョンに基づいた議論を始め

ています。例えば、公園や広場などの

公共空間を活用したファーマーズ

マーケットやギャラリーの展開、木

陰でオープンカフェを楽しめる街路

の整備などが実現できればと思って

います。

　今回の再整備事業においても、並

木通りだけではなく、周辺エリアと一

体となった取り組みとして捉え、近隣

の商店街や大型店などと連携しなが

らブランド力を高め、イメージアップ

を進めていくことが必要だと考えて

います。

　ライフスタイルや消費行動が大

きく変化する中、並木通りでも従来

のようなDCブランドショップは減

少し、これに代わって、流行を先取

りし、他にはない“尖った感性”を持

つような店舗が増えてきています。

このような店舗を訪れる来街者は、

単なる商品＝“モノ”を提供するだけ

でなく、何か新しく楽しい体験＝“コ

ト”を期待していますし、また、並木

通りはそうした可能性を秘めたエリ

アだと考えています。

　並木通りの新たなイメージ戦略と

して取り組んでいる「並木アートマ

ルシェ」は、アートを切り口として来

街者に“コト”を提案できるイベント

事業の一つです。このような文化発

信力があるコト提案型の事業として

は、広島市中央部商店街振興組合連

合会等が主催する「広島ファッション

ウィーク」とも既に連動して行ってお

り、ファッションを意識した装飾や演

出、歩道部でのアートマルシェ、路上

演奏会などで構成しています。

　今後進めていく並木通りの再整備

事業については、ハード、ソフトが一体

となったエリアマネジメントの一環と

して実施し、このエリア全体のブラン

ドアップを通じて新しく生まれ変わっ

た並木通りが、若い人たちにこの場所

に出店しようと思わせるような魅力の

ある商店街になればと思っています。

（取材：連携支援部　筒井亮太）

並木通り商店街振興組合
広島市中区三川町3-12-6F
TEL：082-245-1448
FAX：082-245-1899
HP：namiki@chushinren.jp

並木通り周辺との一体的な
エリアマネジメント

10年後、20年後も人が集まる
「並木通り商店街」を目指して

歩道部でのアートマルシェ 路上演奏会
「並木アートマルシェ」

フライヤー
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　広島県中央会は、11月8日、メルパルク広島にて、平成30
年度第1回専門委員会・第３回理事会・秋期講演会を開催し
た。専門委員会は昭和30年中央会設立以来、初の試みであ
り、今理事会では、「ビジョン2017」の進捗状況について、
初めて年度の中間報告を実施し、事業執行に関する説明責
任の履行に努めた。
●専門委員会
　専門委員会は、中央会役員の中から各6～7名の委員を選
任。主に、中小企業組合、中小企業の諸問題解決に向けて意
見交換を実施し、組合・企業の現場の声を集約し、国や広島
県への施策提言を目標に活動していく。
　委員会は、「総合委員会」、「税制委員会及び金融委員会」、

「労働委員会」、「工業委員会及びエネルギー・環境委員会」、
「商業委員会及びサービス業委員会」の5つで開催。キック
オフとなる今回は、各委員会の正副委員長の選任、第71回

「専門委員会」初開催
施策提言を目指し、中小企業組合の意見を集約

－平成30年度第１回専門委員会・第３回理事会・秋期講演会－

５つの専門委員会を開催

中小企業団体全国大会決議（要望）に向け、これまでの要望
活動の状況と取り組みの必要性を確認。さらには、今後の委
員会活動方針について協議した。今後は各委員会が各々で
年1～2回程度開催し、平成32年度の要望取りまとめを行
う予定である。

総合委員会
氏　名 組　合　名

（正）1 大 谷 博 国 広島県菓子工業組合
（副）2 小 田 一 美 協同組合環境改善推進センター

3 竹 内 　 剛 広島県室内装飾事業協同組合
4 高 原 豊 明 広島市指定上下水道工事業協同組合
5 田 口 裕 司 広島県中小企業団体青年中央会
6 石 田 文 典 広島県中小企業団体中央会

労働委員会
氏　名 組　合　名

（正）1 西 浦 國 司 広島食糧協同組合
（副）2 内 田 弘 之 広島金属熱処理協同組合

3 西 尾 保 幸 広島トラック事業協同組合
4 松 本 　 聡 協同組合技術者育成協力会
5 澤 田 英 治 広島県ビルメンテナンス協同組合
6 須 山 隆 文 広島県外壁補修工事業協同組合

商業委員会、サービス業委員会
氏　名 組　合　名

（正）1 福 井 　 弘 協同組合ベイタウン尾道
（副）2 槇 本 茂 良 広島県東部食糧協同組合

3 石 井 正 博 東広島食糧企業組合
4 尾 藤 武 士 広島県電器商業組合
5 下 井 良 昭 広島県商店街振興組合連合会
6 宮 本 傳 造 広島県自動車整備商工組合

　　　※（正）＝委員長、　（副）＝副委員長

税制委員会、金融委員会
氏　名 組　合　名

（正）1 山 本 明 弘 広島市信用組合
（副）2 喜 瀬 　 清 広島印刷団地協同組合

3 林 　 恵 介 広島県中小企業共済協同組合
4 小 川 嘉 彦 広島本通商店街振興組合
5 平 　 謙 介 広島県アパレル工業組合
6 卜 部 文 男 協同組合福山卸センター

工業委員会、エネルギー・環境委員会
氏　名 組　合　名

（正）1 川 田 淳 雄 東友会協同組合
（副）2 松 本 　 眞 広島県東部機械金属工業協同組合

3 大 田 喜 穂 広島県鋳物工業協同組合
4 板 谷 勝 次 協同組合JMU呉協力会
5 山 本 泰 徳 協同組合広島県鉄構工業会
6 平 賀 哲 朗 協同組合三菱広島協力会

専 門 委 員 会 名 簿
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●理事会
　第3回理事会では、

「広島県中央会ビジョ
ン2017」における当年
度の中間報告を実施。
ビジョンの柱に沿っ
て、各事業の進捗状況、
西日本豪雨災害復旧対
応状況などを説明した。特に、今後の中央会支援における待
ち姿勢からの脱却、高次の専門性発揮を目指した「コンサル
ティング能力」強化対策の取組、PR資料「広島県中央会 活
用のご案内」完成による、広報の積極展開など、ビジョンに
基づく事業・活動の進捗を共有した。
●講演会
　同時開催した講演会
では、株式会社みずほ
銀行 執行役員産業調
査部長 牛窪恭彦氏よ
り、「2050年のニッポ
ン～課題を乗り越え、
輝き続けるために～」
と題し、人口減少社会を迎えた日本の2050年の姿を一緒
に考えた。講演会には、中央会役員とともに、中央会の将来
を担う青年中央会役員等も多数出席した。
　牛窪氏は講演で、「2050年は遠いようですぐ訪れる。今
後10年間の取組が勝負の分かれ目である。政府による環境
整備のみならず、個人や企業も我が事として捉え、自ら意識
改革・行動変容することが求められている。むしろ積極的な
チャレンジが新たな機会を生み出す可能性すらある。政府 青中役員による活動紹介

牛窪恭彦 執行役員(講師)

伊藤会長

も企業も個人も、30年後の未来に向けて、デジタル・トラン
スフォーメーション（テクノロジーの急速な進歩、ビジネス
モデルの大転換）、人口減少、高齢化等の社会構造変化に対
応するため、2050年の「ありたき姿」を共有し、逆算して、
今、やるべきことを考え、行動に移すこと、皆で課題に取り
組んでいく必要がある。」と語られ、組合及び企業の立場と
しても、大いに触発を受けた。
●交流会
　講演終了後、理事会役員及び青年中央会役員等が参加す
る交流会を実施。
　伊藤会長は挨拶で、「専門委員会がスタートした。国・県等
への提言・要望も広島ならではのものができればと期待す
る。2050年は遠い未来のように感じるが、牛窪氏の講演を
聞いて、『ありたき姿』を想像し、逆算して今、我々が為すべ
きことを考えることの大切さを、改めて感じている。とても
良い刺激となった。」と述べた。
　交流会では青年中央会役員によるプレゼンテーションが
行われ、青年中央会の概要や取組が紹介され、世代を超えて
交流を深め、互いの組合ビジョンを共有する場となった。

牛窪氏の講演風景
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　組合等事務局の女性役職員を対象に、11月19日から2日
間の日程で京都府にて女性職員研修会を開催した。
　参加者17名は初日、京都市にある「株式会社黒田装束店」
を訪問。当社の宮廷装束司で「堺町御門前平七」の代表でも
ある黒田知子氏より、伝統文化の継承と時代や環境変化へ
の柔軟な対応について学んだ。
　黒田氏は装束司として、また装束文化を継承するものと
して、誰にも手軽に手にとってもらえるものを作りたいと
装束の織物裂（おりものぎれ）を活用した名刺入れ等を製作
販売するための会社を創業された。伝統ある装束の織物裂
を小物にリメイクすることに当初は否定的な意見も多く、

『黒田』の看板に傷をつけてはいけないとの想いからあえて
別会社「堺町御門前平七」を創業するに至った経緯をお聞き
した。様々な制約がある中でもあきらめずに遣り続け、周囲

に認めてもらうまでには相当のご苦労があったようだ。自
らの意思を貫き、今日もはつらつと活躍されている黒田氏
の、しなやかで芯のしっかりした生き方に、参加者は感銘を
受けた。
　２日目は、京都府宇治市の「京都府茶協同組合」及び公益
財団法人茶業会議所「匠の館」を訪れ、地域資源である「宇治
茶」を活かした共同事業への取り組みについて話を伺った。
戸塚浩司事業部長より、「宇治茶」ブランドを維持するため
の取組みや地道な活動など、組合員の事業を支える事務局
活動実践について具体的に話を伺った。その後、「匠の館」に
移動して、茶の種類の説明と淹れ方を体験し、自らのお茶の
淹れ方との違いについて参加者は日本茶インストラクター
に熱心に質問を投げかけた。
　この度の研修では、女性起業家の想いや、伝統文化や地域
産業振興の背後で普段見えない苦労や活動について知りえ
たことをそれぞれの組合事務局に持ち帰り、業務に役立て
たいとの感想が多く聞かれた。
　また、懇親交流会では、女性同士胸襟を開き、自身の体験
談などを語らい、互いに刺激しあうよい機会となった。

平成30年度女性職員研修会を開催！
～株式会社黒田装束店と京都府茶協同組合の取組みについて研修会を実施～

黒田装束店にて

抹茶の石臼挽き お茶入れ体験
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　平成31年10月1日から消費税軽減税率が導入されるの
にともない、課税業者・免税事業者を問わず適切な対応が選
択できるよう、11月26日広島会場及び福山会場にて「消費
税軽減税率対策窓口相談等事業講習会」を開催した。
　大阪で公認会計士・税理士として活躍され、インボイス制
度に精通している曽川俊洋氏より、説明を受けた。消費税軽
減税率の導入によって、対象品目の売上・仕入がある事業者
は税率ごとの区分を追加した請求書等の発行や記帳などの
経理区分が必要となる。また、平成35年10月1日からは適
格請求書等の保存が仕入税額控除の要件となるインボイス
制度が導入される。

　広島県中小企業組合士会（会長　永井幸雄）では、例年、会
員組合士の資質向上を目的に視察研修会を開催しており、
今年度は11月15日、会員10名とともに安芸高田市の川根
柚子協同組合を訪問。
　当組合は、高宮町川根地区で柚子の生産を行う事業者に
よって組織され、柚子加工品の製造・販売、柚子加工施設の

管理運営、高齢な
組合員の柚子畑・
柚子木の管理作業
受託などの共同事
業を行っている。
　当日は、柚子の

　インボイス導入後、仕入れが同額なら課税事業者から仕
入れたほうが有利となり、免税事業者が取引から排除され
るとの懸念が指摘されていることを踏まえ、免税事業者も
含めて、すべての事業者がこの制度の正確な理解と適切な
運用ができるよう講習会を実施した。今後、免税事業者も含

め、事前の対
策に遺漏がな
いことを期待
している。

収穫体験や加工施設の見
学とともに熊高昌三理事
長より組合の事業活動に
ついて話を伺った。組合
では「人に見えないこと
を大切に」を基本理念と
し、平成26年9月広島県のHACCP認証を取得し安全安心な
商品作りに取り組んでいる。さらに現在、国内のみならず海外
でも通用する認証「GLOBAL　G.A.P」の取得を目指して活動
しており、生産・製造の両面で安全安心を追求し、グローバル
市場をも目指した商品価値向上の取組みについて学んだ。

川根柚子協同組合の事例に学ぶ

「インボイス制度への対応講習会」を開催

熊高理事長の概要説明

柚子の収穫体験
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　広島県中央会（会長　伊藤學人）及び広島県青年中央会
（会長　田口裕司）は、11月2日、リーガロイヤルホテル広島
にて「平成30年度県知事を囲んでの集い」を開催し、組合青
年部関係者等約50名が出席した。

　始めに、伊藤中央会会
長及び田口青年中央会会
長より主催者挨拶が行
われた後、2組合青年部
による活動報告が行われ
た。

　広島県生コンクリート工業組合若手協議会からは、国内
最大の生コンクリート工場の視察や献血活動、業界PR活動
の一環である「ひろし
ま建設フェア2018」の
ブース出展、福山地方
鋳造工業協同組合備後
地区鋳友会からは、各
社の景況報告や意見交
換を目的とした定例会や県外・海外の工場視察、親会との勉
強会の事例が紹介された。
　各組合青年部の活動について、湯﨑知事より「生コンク
リートも鋳物も今回のテーマである創造的復興に必要不可
欠なものであり、それらを取り扱う若手経営者の方々が自
社の成長や業界の発展に繋げようと活動されている。今後
も積極的な活動に期待したい」と述べられた。
　その後、湯﨑知事より「創造的復興による新たな広島県づ
くり」をテーマに、講演が行われた。
　湯﨑知事は、「この度の災害では、わずか6日間で7月の最
大月間降水量に匹敵する豪雨となり、土石流等で死者・行方
不明者が100名を超える平成で最悪の被災となった。また、
停電や断水、交通遮断等、ライフラインにも大きな影響を及
ぼした。道路や鉄道等の遮断により物流面でも大きな影響

があり、被災地区のコンビニ、
スーパーでは品薄状況が続き、
生活物資が枯渇となった。国や
他の地方自治体、民間の強力な
支援を得て、現在応急復旧に概
ねの区切りがついてきたため、
広島県は今後本格的な復旧・復興へ向け、『平成30年7月豪
雨災害からの復旧・復興プラン』を早い段階で策定した。　
当プランは①『安心を共に支え合う暮らしの創生』、②『未来
に挑戦する産業基盤の創生』、③『将来に向けた強靱なイン
フラの創生』、④『新たな防災対策を支える人の創生』の4つ
の柱を軸としている。今回の災害を起点に『ピンチをチャン
スに。見せちゃれ広島の底力！創造的復興による新たな広
島県づくり』を考えており、単なる復旧・復興ではなく、より
力強い軌道へと押し上げ、より元気な広島県を実現させて
いきたい」と語られた。
　講演会終了後の懇親会では、湯﨑知事が各テーブルを回
り、組合青年部の活動内容や業界が抱える課題について情
報交換する場面が見られ、有意義な会となった。

ピンチをチャンスに。見せちゃれ広島の底力
～湯﨑広島県知事、「創造的復興による新たな広島県づくり」について大いに語る～

「平成30年度県知事を囲んでの集い」

湯﨑広島県知事

湯﨑県知事による講演

生コン若手協議会による事例発表

鋳友会による事例発表
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組合創立50周年記念式典を開催
松永地区トラック事業協同組合

　松永地区トラッ
ク事業協同組合（理
事長　三谷省吾）は
11月17日、福山労働
会館「みやび」におい
て、宇田伸、三好良治

両広島県議会議員、小川眞和福山市議会議員などの来賓を迎
え、創立50周年記念式典を開催した。
　昭和43年、木材運送に関わるトラック運送事業者9社が、
荷受けや配車などの共同事業を行ない、運送事業者の経済
的地位向上を図るため松永地区木材運送協同組合を設立、
同45年、地区を福山市松永地区に旧沼隈郡、尾道市浦崎町
を加え、さらに一般貨物自動車運送事業者に組合員資格を

拡大、組合員も37社となり、現名称へと変更した。三谷理事
長は、「組合員の移転や、地場産業の衰退により廃業する組
合員も現われ、組合員が減少し、組合運営が厳しくなった時
もあったが、関係各位のご支援や組合員、その従業員、家族
の協力もあり今日を迎えることができた。そういったこと
からも今日の式典には、組合員、従業員さらには家族も参加
してもらった。トラック運送事業者はこれからも厳しい状
況は続くが、この記念日をこれからの20年、30年に向けた
契機としたい」と感謝とともに決意を述べられた。
　続いて、中央会より永年活動組合表彰並びに商工組合中
央金庫から感謝状の授与が行なわれた。
　祝賀会では、プロ歌手3人の登場により、華やかなム－ド
で進められた。

三谷省吾理事長挨拶

     
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

国税庁 ＩＤパスワード方式 検索 

※ マイナンバーカード等が普及するまでの間の暫定的な対応です。

 

 不 要

税務署でＩＤ・パスワードを入手されたら 

 平成 31 年１月以降 あなたも 

Let's スマート申告 ♪♪ 

確定申告される方へ 税務署からの耳寄り情報！！ 
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　先月号で掲載しました「働き方改革関連法」が2019年4月1日より順次施行されます。このたびの法改正では、長時
間労働の是正、多様で柔軟な働き方の実現、雇用形態にかかわらない公正な待遇確保等のための措置が講じられます。
　今回は、主な改正のポイントＩとして「労働時間法制の見直し」についてご紹介します。

｢働き過ぎ」を防ぎながら、｢ワーク・ライフ・バランス」と「多様で柔軟な働き方」を実現します
⇒　�長時間労働をなくし、年次有給休暇を取得しやすくすること等によって、個々の事情にあった多様なワーク・ライ

フ・バランスの実現を目指します。
⇒　�働き過ぎを防いで健康を守る措置をしたうえで、 自律的で創造的な働き方を希望する方々のための新たな制度を

つくります。

★生産性を向上しつつ長時間労働をなくすためには、これらの見直しとあわせ、
職場の管理職の意識改革・非効率な業務プロセスの見直し・取引慣行の改善（適正な納期設定など）を通じて
長時間労働をなくしていくことが必要です。
このような取り組みが全ての職場に広く浸透していくよう、厚生労働省において中小企業への支援・助成が
用意されています。

残業時間の上限を法律で規制することは、「労働基準法」制定（1947年）後の初めての大改革となります。

（現在）

（改正後）

法律上は、残業時間の上限がありませ
んでした（行政指導のみ）。

法律で残業時間の上限を定め、これを
超える残業はできなくなります。

① 残業時間の上限を規制します　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ○中小企業：2020年4月1日～
② 「勤務間インターバル」制度の導入を促します
③ 1人1年あたり5日間の年次有給休暇の取得を、企業に義務づけます

④
月60時間を超える残業は、割増賃金率を引上げます（25%→50%）
　▶ 中小企業で働く人にも適用（大企業は平成22年度～）　　　　　　　　　　　　　　　○中小企業：2023年4月1日～

⑤ 労働時間の状況を客観的に把握するよう、企業に義務づけます
　▶ 働く人の健康管理を徹底　　　　　▶ 管理職、裁量労働制適用者も対象

⑥ 「フレックスタイム制」により働きやすくするため、制度を拡充します
　▶ 労働時間の調整が可能な期間（清算期間）を延長（1か月→3か月）　　　　　▶ 子育て・介護しながらでも、より働きやすく

⑦ 専門的な職業の方の自律的で創造的な働き方である「高度プロフェッショナル制」を新設し、選択できるようにします
　▶ 前提として、働く人の健康を守る措置を義務化（罰則つき）　　　　　▶ 対象を限定（一定の年収以上で特定の高度専門職のみが対象）

働き方改革関連法の概要（Ｉ）

労働時間法制の見直し

見直しの目的

見直しの内容

見直しの概要（残業時間の上限規制）
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【適用猶予・除外の事業務適用猶予・除外の事業・業務】

自動車運転の業務 改正法施行5年後に、上限規制を適用します。
（ただし、適用後の上限時間は、年960時間とし、将来的な一般則の適用については引き続検討します。）

建設事業
改正法施行5年後に、上限規制を適用します。

（ただし、災害時における復旧・復興の事業ついては、複数月平均80時間以内・１か月100時間未満の要
件は適用しません。この点についても、将来的な一般則の適用について引き続き検討します。）

医師
改正法施行5年後に、上限規制を適用します。

（ただし、具体的な上限時間等については、医療界の参加による検討の場において、規制の具体的あり
方、労働時間の短縮策等について検討し、結論を得ることとしています。）

鹿児島県及び沖縄県における
砂糖製造業 改正法施行5年後に、上限規制を適用します。

新技術・新商品等の研究開発業務
医師の面接指導（※）、代替休暇の付与等の健康確保措置を設けた上で、時間外労働
の上限規制は適用しません。
※�時間外労働が一定時間を超える場合には、事業主は、その者に必ず医師による面接指導を受けさせな

ければならないこととします。

～中小企業の事情に配慮しながら助言指導を行います～

～取引環境の改善も重要です～

　時間外労働の上限は、月45時間、かつ、年360時間が原則です。特例による場合であっても、できる限
りこの水準に近づける努力が求められます。このため、新たに労働時間の延長や休日労働を適正なも
のとするための指針を厚生労働大臣が定め、必要な助言・指導を行うこととしています。

　その際、当分の間、中小事業主に対しこの助言・指導を行うに当たっては、中小企業における労働時
間の動向、人材確保の状況、取引の実態等を踏まえて行うよう配慮することとしています。

　長時間労働の是正には取引環境改善も重要です。
　労働時間等設定改善法では、事業主の責務として、短納期発注や発注の内容の頻繁な変更を行わな
いよう配慮するよう努めことと規定されました。

（改正後の内容）
◎�残業時間の上限は、原則として月45時間・年360時間とし、臨時的な特別の事情がなければこれ

を超えることはできません。
（月45時間は、1日当たり2時間程度の残業に相当します。）

◎臨時的な特別の事情があって労使合意する場合でも、
・年720時間以内
・複数月平均80時間以内（休日労働を含む）
・月100時間未満（休日労働を含む）
を超えることはできません。（月80時間は、1日当たり4時間程度の残業に相当します。）
また、原則である月45時間を超えることができるのは、年間6か月までです。

※ただし、改正後も上限規制には適用を猶予・除外する事業・業務があります。

働き方改革関連法に関する相談窓口

労働基準監督署
時間外労働の上限規制や年次有給休暇などに関する相談に応じます。
▶検索ワード：労働基準監督署広島　　　　　　　　　TEL 082-221-2460
https://jsite.mhlw.go.jp/hiroshima-roudoukyoku/kantoku/g_m_sho_kantokuka_01.html

都道府県労働局
正規雇用労働者と非正規雇用労働者（パートタイム労働者・有期雇用労働者・派遣労働者）の間の不合理な待遇差の解消
に関する相談に応じます。
▶検索ワード：広島労働局　　　　　　　　　　　　　TEL 082-221-9247
https://jsite.mhlw.go.jp/hiroshima-roudoukyoku/

働き方改革の推進に向けた課題解決に関する相談窓口

働き方改革推進支援センター
働き方改革関連法に関する相談のほか、労働時間管理のノウハウや賃金制度等の見直し、助成金の活用など、労務管理に
関する課題について、社会保険労務士等の専門家が相談に応じます。
▶検索ワード：広島働き方改革推進支援センター　　　TEL 0120-610-494
http://partner.lec-jp.com/ti/hataraki-hiroshima/
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■背景・目的
　当組合は、平成27年度から宮崎県都城土木事務所管内の

「地域総合メンテナンス業務」を受託していたが、職員は毎

日約2時間半程度の残業を強いられる等、膨大な報告書の

作成業務に追われていた。また、土木事務所と組合・組合員

間における発注・請求（積算）等にも膨大な業務量が発生す

るため、システム化が避けられない状況だったことから、組

合でシステムを導入・構築し、業務効率化を取り組むことと

した。

■事業活動の内容と手法
　(株)富士通交通・道路データサービスの「道路パトロール

支援サービス」を活用し、パトロール車にスマートフォンを

搭載することで、運行や作業位置情報の自動取得及び現場

での報告書作成を実現した。

　また、発注者である土木事務所にとっても即時に写真等

の現場状況の情報を共有できるほか、運行しながら道路の

劣化状態を自動的に推定できるため、最新の劣化状態の確

認及び予防保全の推進に繋げることができるようになる

等、波及効果の高い取組みとなった。

　さらに、「土木事務所と組合・組合員間における発注・請求

（積算）等の業

務を一括管理

するシステム」

を構築・導入す

ることにより、

組合の大幅な

業務効率化に繋がった。

　理事会で取組みの大枠の承認を経て、専務理事が道路巡

視員等職員やシステム会社、土木事務所等の外部関係者と

意見交換を重ねながら基本構想を練り、最終的な導入まで

一貫して行ったことにより、「管理・現場両方の面で機能す

るシステムの構築・導入」を実現できた。

■成果
　パトロール車へのスマートフォン搭載及びシステム導

入により、従来は道路巡視員が帰着後に約2時間半かけて

作成していた報告書が概

ね30分程度で作成可能と

なった（労務時間・労務費

の軽減）。

　また、発注・請求業務の

迅速化や正確性の向上、案

件毎の進行管理の簡素化

等にも繋がり、決算事務や

組合員への支払短期化に

ついても実現することが

できた（事務の効率化）。

「平成29年度 組合資料収集加工事業報告書　先進組合事例抄録」より

～特徴ある活動による組織課題への対応～

IT活用による業務の
フラット化・仕組み化

都北地区建設事業協同組合

■住所　〒885-0024　宮崎県都城市北原町1654番地1
　　　　　　　　　　　都城建設会館内
■TEL　0986-24-6269
■URL　http://www.miyakonojo-kenkyo.jp/cooperative
■設立　昭和59年4月　■出資金　1,840千円
■主な業種　建設業　■組合員　184人

取組のスキーム図

組合ポスター
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食料品（食料品）
●10月の出荷量は前月比13.6%増加、前年同月比3.7%増加となり、売
上高は前月比15.3%増加、前年同月比0.1%増加となった。
　大規模の一部加工業者の売上増加が全体の出荷量、売上高を押し上
げているが、総じて出荷量、売上高は減少しており、業界の景況感は低
調である。
繊維・同製品（繊維工業）
●各社、春・夏物の生産がスタートしている。
木材・木製品（木材・木製品）
●・原木不足により製材所の生産が計画通り進んでいない。

・原木高を製品価格に転嫁出来ず、収益状況が悪化している。
・秋需が例年に比べて低調である。
・災害により、林道が破損しているが、復旧が遅れているため、丸太
の搬出に影響が出ている。

●平成30年7月豪雨の影響で遅れていた現場も動きだし、忙しくなってきた。
●＜全国＞

・�平成30年9月の全国の住宅着工戸数は81,903戸で前年同月比
1.5%減少

・季節調整済年率換算値では94.3万戸(前月比1.6%減少)
・�利用関係別では、持家は24,873戸で前年同月比0.0%、貸家は

35,350戸で前年同月比5.8%減少、分譲住宅は21,064戸で前年同
月比4.3%増加

・木造住宅の着工数は48,404戸で前年同月比0.0%となった
・�住宅着工の動向については、前年同月比で先月の増加から再び減

少となった
●＜広島＞

・�広島県内の9月の着工戸数は1,399戸で前年比24.0%減少、このう

ち持家は467戸で前年比6.0%減少、貸家は580戸で前年比12.7%
減少、分譲は329戸で前年比51.6%減少

・�県全体の住宅着工動向も前年同月比で先月の増加から再び減少と
なった

・�7月の豪雨災害に続き9月は台風21号などの災害が相次ぎ、直接的
被害以外に復興支援に絡んだ物流輸送や職人不足等のマイナス要
因から市況は不安定で、全体としては稼働は上向いてくるものの
予想ほど需要活性化には達しておらず、地域・企業により繁閑差も
顕著で、非住宅増加への期待もあるものの状況は依然厳しく今後
の動向をしっかり注視していく必要がある。

印刷（出版・印刷・同関連）
●今月は、全日本印刷工業組合連合会の全国大会や印刷産業夢メッセ
の開催等同業者が集まる機会が多く、業界にとっては厳しい時代では
あるが、各社の取り組み等を見聞きすることで決意を新たにした。
化学・ゴム（工業用ゴム製品）
●先月から大きな変化は見られない。
　多忙な状況が続く中、ものづくりのガバナンスを技術革新の都度変
更をしつつ守っていかなければならない。
　豪雨や猛暑が影響し、労働者のメンタルが不安定になっている。
化学・ゴム（プラスチック製品製造業）
●西日本豪雨災害の影響も落ち着き、今月は平時の稼働状況に戻っている。
　自動車関連の売上は、順調に推移している。
　原油高が続いているため、今後は樹脂材料の値上げが懸念される。
窯業・土石製品
●出荷状況(24工場）
　30年10月 3,113㎥（前年比1.97%増加）
　30年 9月 2,813㎥
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　29年10月 3,053㎥
鉄鋼・金属製品（鉄鋼業）
●車の部品メーカーは多忙であるが、一般機械関係は先行き不透明感
が強い。
一般機器（一般機械器具）
●今月は､生産量は不変であるが、出荷台数が少なく前月比50%減少、
前年同月比21%増加となった。
●先月から特に大きな変化はなく、やや好調に推移している。
　役員の高齢化と世代交代が組合の喫緊の課題である。
電気機器（電気機械器具）
●今月は、製品や仕掛資材が水害により損失を被ったことと、一部の
納期遅れにより前月比2.0%増加となった。前年同月比は5.8%減少で
あった。
　国内の売上は昨年の水準に戻りつつあるが、輸出は低迷している。
輸送用機器（輸送用機械器具（自動車））
●組合員の業況は、ビジネス依存度の高い主要顧客（マツダ）の下記業
況に比例している。

・�10月の国内自動車販売台数は全需が419千台、前年同月比12.5%
増加と2ヶ月振りの前年超え。登録車は前年同月比13.0%増加と
3ヶ月振りの前年超え、軽自動車は前年同月比で11.7%増加と4ヶ
月連続の前年超え。マツダ車は1.6%増加と2ヶ月振りの前年超え

・�マツダ車の9月の海外販売合計台数は111千台、前年同月比11.6%
減少で2ヶ月振りの前年割れ

・�マツダの9月の輸出動向については、輸出台数は前年比14.8%減少
と3ヶ月連続の前年割れ

・�マツダの9月の国内生産台数は、前年同月比7.5%減少と3ヶ月連続
の前年割れ

輸送用機器（輸送用機械器具（造船））
●県内2,500総トン以上の平成30年10月の船舶建造許可実績は1隻
23,600総トン(前月4隻373,500総トン、前年同月5隻278,400総ト
ン)であった。なお、1隻は貨物船で輸出船である。
●中小造船業については、前月から大きな変化はない。

卸売業（卸売業（総合））
●西日本豪雨災害の復旧長期化に伴い、呉方面への物流には引き続き
影響がある。人件費、物流費、副資材料費等が上昇傾向にあるが、販売価
格への転嫁は難しく、収益環境は厳しい。
 「資材関連」においては、新設住宅着工件数が減少、公共工事の請負金
額も減少傾向である。復旧・復興需要は今のところない。
　「雑貨」においては、日用雑貨は販売店の被災から、売上が激減、加え
て夏物の季節商品も低調に推移している。
　「食品」においては、猛暑や豪雨災害の影響から外食産業は売上が減少。
　「繊維」においては、人件費の上昇が影響し、販売先小売店も含め繊維
関連は厳しい。
卸売業（食料）
●今月は、新米が出回るため、１年で一番取扱量が増える時期である。
今年の収穫量は災害の影響等もあり、平年並みからやや悪い状況であ
る。米の価格が上がってきているため、売上高は前年同月比増加してい
るが、収益状況は変わらない。
卸売業（電設資材）
●広島県8月の着工状況は、前年比15.2%増加、内訳としては6.3%増
加、分譲が5.6%減少、貸家14%増加となった。
　原材料の高騰と運送費の値上げ等により、ブレーカー及び分電盤部
材が値上りしている。
卸売業（畳・敷物）
●各地で畳表の展示やキャンペーンが開催されている。反響はあるも、
商いには直結しない状況である。
各畳店でも入用分を買っている状況である。極力在庫を持たず、都度必
要となったものを買う傾向が強い。全体的に売れゆきはゆっくりで、今
後に期待している。生産農家も市場相場を見ながらゆっくりとした製
織体制のようである。
小売業（各種商品小売業）
●野菜相場、魚相場の高値傾向は、当面の間継続の見通しである。
　相場高に伴い、値上げ分を販売価格に転嫁したため売上高は上がっ
ているが、収益面では厳しい。
　景気回復の要因が見当たらず、景況感は長期的な下降が続いており、

底打ち感がない状況である。
●夏の花火大会が10月に延期開催され、当ショッピングセンターは会
場から近いため客数は増加した。
　競合店の大型衣料品店が閉店し、衣料品の売り上げが増加した。しか
し、競合店跡地に新たな衣料品店の入店が決まったため、長く売上増加
は見込めない。
小売業（家庭用電気機械器具小売）
●今月の販売実績は前年同月比4.5%減少となった。商品別では、薄型
テレビ前年同月比9.2%減少、冷蔵庫同3.9%減少、洗濯機同1.0%減少、
IHクッキングヒーター同6.7%減少、電気温水器同1.1%増加、エアコン
同3.8%増加となった。
小売業（その他の小売業（燃料））
●原油の高騰が続き、買い控えも出てきている。
　レギュラーガソリンの値段が160円/L以上になると販売量に大きく
影響するようである。灯油の販売にも影響するのではないかと心配し
ている。
商店街（各種商品小売業）
●廃業、自由脱退により組合員が3人減少した。
　商店街にぎわい創出事業を活用したイベント開催を予定しており、
にぎわい創出に期待したい。
サービス業（自動車整備業）
●車検台数は前月比5.7%増加、前年同月比7.3%増加。車検場収入は前
月比8.1%増加、前年同月比7.9%増加。重量税・登録印紙の売上は前月
比19.1%増加、前年比8.7%増加となっている。
サービス業（広告業）
●11月より資材の値上げが決まっているが、過剰在庫をする事業者は
少ない。
建設業（工事業）
●引き続き豪雨復旧関連の発注事案が増加傾向にあるが、短期的な案
件が多く多忙な割に収益に繋がらない工事もあり、業界全体の景況感
は鈍化している。
●前月比62.8%増加、前年同月比38.1%増加した。太陽光発電の今年
度調達単価の権利獲得の申込み締め切りが11月9日までとなってお
り、駆け込み需要による増加である。締め切り前の一過性のもので、12
月以降は減少するのではないかと危惧している。
●カーテン、敷物、壁装クロスの3品目について、前月比18%減少、前年
同月比10.1%減少した。前年累計費では0.1%増加となった。
　県内大型商業施設は今年度内完成予定がなく、また住居も減少傾向
である。
　秋から内装材料、物流費が順次値上げとなる中、発注者に交渉し、仕入
れ高の増加を売上高に転嫁出来るかが今後の収支に大きく影響する。
運輸業（道路貨物運送業）
●今月の売上高及び貨物輸送量は、前年比、前年同月比とも大きな変化
はない。売上高に変化はないが、軽油価格が毎月上昇しており、収益を
かなり圧迫している。荷主に昨年以降、運賃値上げをお願いし、一部では
多少上がったものの、毎月の軽油価格の上昇では、焼け石に水である。
　さらに、ドライバー不足の中、来年4月から順次施行される働き方改
革関連法案により、時間外労働の上限規制が導入されることとなり、運
送業界では益々人手不足が深刻化することが懸念される。
●10月の荷動きは、7月～9月の反動増により活況となった。ドライ
バーや車輌不足のため多忙であったが、燃料価格の上昇により利益を
相殺してしている。運賃は関東・中部・関西地域では4～5割上昇してい
るが、広島地域では1～3割程度の上昇となっている。今月の燃料価格
は前年同月比約25%増加となった。
●7月の豪雨災害等の影響がなくなりつつある。
　しかし、燃料価格が3ヵ月連続で値上がりしており、荷動き、売上高
は前月比、前年同月比ともに前年並みであったため、収益状況の悪化が
懸念される。
運輸業（水運業）
●船員の高年齢化が進んでいると同時に若年船員が育っていないた
め、船員不足である。
その他（不動産業）
●前月は、公的評価報酬の入金があったが、当月はないため、売上高等
が減少した。前年同月比については公的評価報酬の単価が今年から下
がったため、その分悪化している。一般評価は増えているが、公的評価
が減少傾向にある。
　不動産の地価は、平地部を中心に依然上昇傾向にある。マンション販
売も高額物件の売れゆきが鈍化している。
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　1984年、広島県安芸郡蒲刈町

（現・呉市蒲刈町）の「県民の浜」造成

工事中に古墳時代の製塩土器が発見

されました。この遺跡から、「藻塩」は

大陸からの影響によるものではな

く、日本独自の製塩であることがわ

かりました。

　蒲刈町の観光資源として活用しよ

うと県民の浜に遺跡の復元などが行

われた一方、藻塩を先祖から引き継

いだ資産として現代に蘇らせようと

考古学研究者の故人松浦宣秀氏を中

心に、その製造方法の研究に取り組

みました。万葉集をヒントにしたり、

土器を復元したりして当時の製法を

復元し、10年余りの歳月をかけ、海

藻ホンダワラを使った藻塩を土器で

煮詰めて採るという昔ながらの製塩

方法がようやく再現できました。

　この頃、東京で大豆のなどの輸入

会社を経営していた当社の社長が、

新たな商材を模索しているとき、テ

レビでこの藻塩が紹介され、子供が

「塩なのに甘い」「家の塩と味が違う」

とコメントしていたのを見たことが

事業化のきっかけとなりました。

1998年に蒲刈町の第３セクターと

して蒲刈物産（株）を設立し、製塩工

場「海人の館」を落成、本格的に製造・

販売を開始しました。

　当時は塩の専売制が終了し、様々

な塩製品が世の中に出て来た時期

で、テレビなどのメディアにも次々

に取上げられ、販売を伸ばしていく

ことが出来ました。他方で、蒲刈町で

は主力産業であったみかんが衰退期

にあったため、藻塩作りを新たな地

域産業の一つにできないかとの想い

もありました。

　当社がつくる「海人の藻塩」は、本

物のホンダワラを使用しており、唯

一独自のものです。その価値が認め

られ、全国区の有名テレビ番組で取

り上げられるなど、塩業界の中でも

独自の地位を築くことができました。

　また、米国の和食に関する著名ブ

ロガー　Tom Schiller氏 のブログ

蒲刈物産株式会社

瀬戸内海古来の「藻塩」
づくりで地域の活性化

支配人

高橋 大海 氏

藻塩商品

1600年前の製塩遺跡から
藻塩を再現

昔ながらの藻塩作りが注目を
浴びて全国、そして世界へ

様々な支えと縁で会社設立
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経営トップの経営方針や未来への想いなどを紹介しております。
当コーナーが企業間連携や異業種交流へと繋がることを期待します。
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で紹介され、さらに、そのブログが

きっかけで、料理解説※のドキュメン

タリービデオに当社の藻塩がイタリ

アの塩より優先して採用されること

となり、当社への取材・撮影を経て、

今年の10月から公開されました。

　その影響で、現在、米国Amazon

でも「海人の藻塩」が取り扱われるよ

うになり、大量の受注もありました。

※『Salt, Fat, Acid, Heat: Mastering 

the Elements of Good Cooking』：

2017年に発売され、数々の賞を受賞し

た料理の解説書

　当社の従業員は、当初4人からス

タートし今では16人となり、全員が

蒲刈町に住んでいます。まだまだ小

さな会社ですが、島から出ていく若

者を一人でも多くつなぎ止め、さら

には帰る際の雇用の受け皿となれる

よう、当社では①品質の維持・向上、

②生産量の拡大、③新商品の開発、④

SNS等を活用した新規顧客の開拓の

４項目について重点的に取組むこと

としています。

　このうち、①と②については、平成

25、27及び29年度の「ものづくり補

助金」の採択を受け設備導入できた

ことで、高レベルで品質を安定させ

るとともに生産量も倍増することが

可能となりました。特に最初の補助

事業では設備への投資判断に悩んで

いた時期でもあり、補助事業申請の

ための計画を策定していく中で課題

と成果が明確になったことが設備投

資の後押しとなりました。

　当社は、会社設立の形、メディアで

の話題拡散による売上拡大や、多く

の人の助けなど、様々な偶然から今

日までの成長が実現できました。「藻

塩」の独自の価値を大切にして来た

ことで、偶然も必然となり、今日まで

の成長につながったと思っています。

　再生された瀬戸内海の自然環境と

古代人の英知が育んだ「藻塩」を、今

後も国内に留まらず、広く海外にも

その価値を提供していき、この地域

の活性化の役に立てればと考えてい

ます。

（取材：情報調査部　松村誠）

蒲刈物産株式会社
広島県呉市蒲刈町大浦7407-1
TEL：0823-70-7021
FAX：0823-70-7023
https://www.moshio.co.jp/company/index.html

藻塩づくり

“海人の藻塩”の製塩工場「海人の館」

「海人の館」の職人達

地域の雇用を支える事業
として更なる成長を目指す
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1 1月 N O V E M B E R  2 0 1 8中 央 会 日 誌

当会のメルマガにご登録いただいた方には、公の施策やセミナー案内状などの「最新情報」を定期的にお届け致します。
組合運営に係るお役立ち情報をお届け致しますので、是非ご登録ください！！

E-mail:chuokai@chuokai-hiroshima.or.jpご登録はこちらのアドレスへご一報下さい。

メルマガ会員募集中
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2日
3日
7日
8日
9日

10日
11日
12日
14日
15日

16日

19日
21日

21～25日
22日

28～29日

●県知事を囲んでの集い （リーガロイヤルホテル広島）＜会長・専務＞
●平成30年度中小企業組合検定受験講座 （広島県共済㈿）
●Ｈ29ものづくり補助金（２次公募）実施説明会 （福山合同庁舎）
●30年度第１回専門委員会・第３回理事会・秋期講演会・交流会 （メルパルク広島）＜会長・専務＞
●Ｈ29ものづくり補助金（２次公募）実施説明会 （ワークピア広島）
●西日本コンピューター技術者㈿　第14回通常総会・懇親会 （広島インテリジェントホテル）
●広島県左官業㈿　小企業者組織化特別講習会 （左官会館）
●平成30年度第2回広島県中小企業・小規模企業振興会議 （県庁北館）＜専務＞
●第35回ひろしま技能フェア・ひろしまものづくりフェスタ2018 （広島産業会館）＜専務＞
●組合士会視察研修会 （川根柚子㈿）
●市町トップセールス （大竹市 入山市長）＜専務＞
●平成30年度広島市優良技能勤労者表彰 （広島市役所本庁舎）＜会長＞
●市町トップセールス （広島市 日高経済観光局長）＜会長・専務＞
●女子職員研修会（京都府） （黒田装束店、京都府茶㈿）
●㈿中国ガス事業設備リースに係る組合診断 （広島ガス(株)）
●市町トップセールス （安芸高田市 浜田市長）＜専務＞
●青年中央会海外研修 （ミャンマー）
●市町トップセールス （廿日市市 眞野市長）＜専務＞
●平成30年度事務局代表者協議会現地訪問研究会（県外研修） （兵庫県手延素麺㈿、兵庫県鞄工業組合）

　最近、中国との関係改善の動きが見られる中で、9月中旬に友人
数名と2泊3日の日程で中国（大連・旅順）を訪問。一度は訪れたい
との友人の希望を叶えるため、日露戦争の激戦地であった旅順
（203高地、東鶏冠山など）とともに、古くから日本との関係が深い
大連を巡る旅にガイドを兼ねて同行しました。日程の関係で1日
だけのハードな観光となりましたが、実際に現地を歩き、さらに遼
寧半島を中心とした近代史の歴史や遺品が展示されている大連
現代博物館を見学、それぞれの思いを胸に翌日の帰国となりまし
た。私自身、友人の仕事の関係で大連に何度となく訪れています
が、多くの日本の企業が進出し、対日感情もたいへん良好で、日本
料理店も多く、食事も困ることはありません。また、周りを海に囲
まれ季候も良く、特に夏場は内陸部や極東ロシアからの観光客も
多く訪れ、治安の良い都市と思います。
　広島から直行便で２時間と近く、機会があれば是非一度、訪
れてみてはいかがでしょうか。� （国安）

　県下最高峰の標高1,346mを誇り、山頂からは日本海を眺
める景色が広がる恐羅漢山。名前の由来は「阿羅漢さえも恐
れさせるほど険しく暗い山」の意味から名付けられたとか。
国の特別名勝「三段峡」は、恐羅漢山に源を発しており、広島
市内を流れる太田川の源流にもなっています。春から秋は登
山やキャンプ、紅葉スポットとして親しまれているとともに、
冬には良質なパウダースノーに覆われ、西日本最大級の天
然雪スキー場「恐羅漢スノーパーク」がオープン。初心者から
ベテランまで多くのスキーヤーやスノーボーダーが上質な
天然雪の中、冬のスポーツを楽しんでいます。

さらさらの天然雪を
満喫する冬の恐羅漢。

安芸太田町　恐羅漢

※太字になっているものが、広島県中央会の事業・行事になります。
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『能力開発セミナー』とは 

ものづくり分野を中心とした技能・技術および専門的知識の向上を目的とした在職者の方を対象とした職業訓練です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

能 力 

金属加工・溶接分野 

電気・電子・制御分野 

まずはお気軽にお問い合わせください。 

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構広島支部 広島職業能力開発促進センター（ポリテクセンター広島） 

〒７３０－０８２５  広島市中区光南５－２－６５  ＴＥＬ：０８２－２４５－４３３８  ＦＡＸ：０８２－２４５－３９２６ 

ホームページの情報もご覧ください。 

ＵＲＬ http://www3.jeed.or.jp/hiroshima/poly/  

※公的職業訓練の愛称・キャッチフレーズが「ハロートレーニング～急がば学べ～」に決定しました。  

ポリテクセンター広島 

ポリテク広島 検索

機械設計・加工分野 

建築・居住分野 

 ※上記のほか、訓練内容・日程・時間帯を個別にご相談しながら、計画・実施するオーダーメイドセミナーも承っております。

オープンソース携帯ＯＳ 

活用技術 

《コース番号》 E3401 

《日程》 2/6,7 

《受講料》 12,000 円 

電気設備における原価管

理・積算の実務 

《コース番号》 E0201 

《日程》 2/13,14 

《受講料》 8,000 円 

バリアフリー住宅の設計実

践技術 

《コース番号》 H0401 

《日程》 1/19,26,2/2 

《受講料》 13,800 円 

カスタムマクロ実践技術 

 

《コース番号》 P3201 

《日程》 1/29,30,31 

《受講料》 14,200 円 

製品設計のための３次元

検証技術（アセンブリ編） 

《コース番号》 P1201 

《日程》 2/13,14 

《受講料》 8,500 円 

被覆アーク溶接実践技術

（各種姿勢溶接） 

《コース番号》 M0304 

《日程》 1/19,20 

《受講料》 13,100 円 

ＴＩＧ溶接技能クリニック 

 

《コース番号》 M0504 

《日程》 1/19,20 

《受講料》 15,400 円 

非破壊試験技術者のため

の各種溶接技術 

《コース番号》 M0101 

《日程》 2/22,23,24 

《受講料》 12,300 円 

ＴＩＧ溶接の実践技術 

 

《コース番号》 M0601 

《日程》 3/1,2,3 

《受講料》 19,300 円 

建築積算（仕上げ）実践技

術 

《コース番号》 H0901 

《日程》 1/12,19,26 

《受講料》 13,400 円 

実践的な冷媒配管の施工

と空調機器据付け技術 

《コース番号》 H1002 

《日程》 1/26,27 

《受講料》 15,400 円 

開 発 セ ミ ナ ―

実践センサ回路設計技術 

 

《コース番号》 E3301 

《日程》 2/19,20,21 

《受講料》 17,400 円 

平成３１年度の能力開発セミナーのコースの詳細を記載した『セミナーガイド』（無料）を２月初旬頃にご用意

いたします。 

貴社の教育計画を策定する際のお役に立てていただけるものと思いますので、ご希望の方は、以下の問い

合わせ先までご連絡ください。 
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